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ホラ ケ ヤ ス デ 冬 .( 新 笑 ) SPEOPHILOSOMATIDAE n. fam. 

科 の 標 徴 胴 部 は 26 よ り 成 り , 全 講 帳 色 。 限 は 雨 則 に 8 箇 宛 ある 。 辱 基 節 は 
1 肪 で 分 岐 し て を ら ぬ 。 第 1 火 び 第 9 証 肢 は 殆ど 筆 比 し な い 。 第 7 飾 の 十 技 
が 生殖 肢 に 奨 化し て ゐる 。 前 生殖 肢 は 唯 1 仙 か ら 成 り , 長く 突出 する 。 後 生殖 
肢 の 基 艇 は 碁 だ 大 きい 。 春生 郊 股 革 に 幅 欺 所 を 持た ぬ 。 第 6 同 師 の 第 2 折 及 が 
副 生 将 段 た 笛 化 し , や ぃ S 午 形 を 成す る 長い 細 状 物 の 大 な る 東 を 落 け て ゐる 。 
第 8 節 の 第 1 野 財 の 基 節 の 前 方 に 大 な る 半 起 を 有する 。 紫 の 笠 は 目下 の 所 区 の 
1 属 を 含む だ け で ある 。 ] 


ホラ ケ ヤ ス デ 属 (新竹) Speophilosoma n. g. 
標 徴 は 科 の 擦 微 と 一 致す る 。 叱 の 属 は 目下 の 所 genotype た る 茨 の 1 種 を 含 
せ だ け で ある 「 [ 「 
ホラ ケ ヤ ス デ ( 新 務 ) Speophilosoma montanus n。 Sp. 
(第 1. 2. 3 賠 ) 
標 徴 内 長 4mm, 依 幅 0.4mm, 胴 な 26 箇 の 切 よ り 成 り , 全 租 白色 。 角 角 の 節 の 
長 さ の 割 今 は 1:2:8:4:5:6:7 王 2:5:6:4:8:8 で 第 8 な は 非常 に 小さ い o 
隊 は 黒く 。 信 仙 に 2 箇 宛 あ る o 次 の は 3 大吉 は 1 で 分 衣 し て を ちの 。 
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節 K ゞ 封 の 剛毛 を 有する の に 因む 。 
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前 底 帥 は 不明 , 皮膜 様 。 輌 今 は 見 え 六 。 爾 吾 薬 な 内 聞 で 殆ど 休部 相 接 し , 蝶 鉄条 

甚だ 長く , そ の 狭い 基 敵 は 比 基 節 の 後 引 を 越え て 仲 出 する 。 背部 は 座 沿 で 光 
時 し , 各 後 環 令 は 3 土 の 大 閉 毛 を 有 し 。 側 底 は 織 汗 せ 子 , た ゞ 丸い 際 超 を 有 
する の み で ある 。 奥 孔 は 無い o 肛門 節 に は 1 持 の 紡績 突起 を 有する 。 歩 肢 入 細く 
長く 。 第 1 及び 第 2 小 肢 は を の 区 に 位 す る も の より る も 人 荷 細い が 。 正常 の 形態 で 
組 形 し な い o 雄 の 第 2 制 肢 の 基 秘 は 多少 突出 し , 第 1 及び 第 2 肢 の 肌 秀 の 斉 
に は 太い 毛 の 密 な 列 が ある 。 第 8 世 の 第 1 逢 肢 の 十 基 侯 は 相 寄 合 ひ 。 各々 大 い 
TT を その 第 2 調 肢 で は 備 か に 疾風 し , 第 9 信 の 第 1 
野 肢 に は 殆ど それ が 見 られ ぬ or 第 6 侯 の 第 2 猿 肢 は 副 生玉 肢 に 在 化 し , 2 筒 の 
秘か ら 成 5 も , その 第 1 人 節 は 大 き く , 第 2 令 は それ よ ちる 世 だ 小さく, 甚だ 特異 な 
の は , その 端 に 約 15 本 の 基 だ 長い , 太い 管 汰 の S 字形 を な + せる 継 汰 骨 の 東 を 持 
つて ゐる こと で ある 。 第 7 節 の 前 後 十 遇 肢 は 生殖 肢 と た なり, 通常 歩 肢 の 型 と は 


第 1 剛 ホラ ケ ヤ ス デ ( 原 園 ) 
左 園 A は 第 8 胞 節 の 第 1 圭 肢 基 節 ょ 敵 肢 ( 左 年 ) B は 第 6 胴 節 の 第 2 将 肢 ( 右 和 ) 
朋 証 ・ ' 
中 賠 前 後生 殖 肢 1 前 生殖 肢 2 同上 胸板 突起 3 後生 痕 肢 基 節 人 同上 端 肘 
右 岡 側面 全 形 


大 い に 細 化し て ゐる 。 前 生殖 肢 は 1 欠か ら 成 5; 細く 長く や ヽ S 宇和 誠 に 伸び , を 
の 端 の 方 で は 内 線 に 消 つ て 短い 太い 毛 の 害 な る 業 が 級 い て ゐる 。 精 潮 は 見 られ 
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な い 。 胸板 は へ の 字形 を 成 し , その 中 央 に 1 箇 の 甚だ 長い 太 き な 上 眞 直 の 突 超 を 
抽出 し ,・ こ の 突起 は 前 方 策 々 太く 。 その 端 は 基 だ 大 な る , 及び 苺 だ 小 な る 2 つ 
の 三池 誠 形 を 成 し て ゐる 。 後生 殖 肢 は 基 新 と 端 破 と か ら 成 り 。 藻 人 な 廣 く 大 な 
る , 端 の 狭 室 せ る 先 起 を 有 し , 敵 は 多少 内 方 べ 橋 曲 し 爪 伏 と な つて ゐる 。 敵 肢 は 
相 営 に 大 きい が 基 節 に 比 し て は 基 だ 小さ く , 根 棒 和 を 成 し , 基 分 の 外側 の 中 程 に 
着き , 端 に は 少 敷 の 長い 刺 毛 を 有する 。 端 肢 の 側 方 に 2 稼 か ら 成る 小節 が 位置 
する が その 第 2 の 人 節 は 其 だ 小さ い 。 之 等 は 端 肢 の 第 2, 第 3 節 を 現す る の と 解す 
べき で ある 。 

産地 模式 産地 は 富士 山 席 の 燃 震 洞 (山梨 骸 ) で ある 。 今 の 所 他 地 か ら 策 見 さ 
れ て を ら ぬ 。 筆者 採集 。* 

備考 本 科 は 倍 脚 綱 中 , 恨 顎 本 綱 Chilognatha 前 雄 類 Proterandria 軍 顎 上 目 
Colobognatha ッ ム ヤス デ 旧 Nematophora ツ ム ヤ ス デ 亜 目 Chordeumoidea 示 
ツキ ゲ ャ ス デ 上 科 、 Xestozona に 属す る も の で , ホソ モ ゲ ャ ヤス デ 上 科 に 入る 日 
本 産 旗 知 の 83 科 と は 爽 の 検索 表 に より 識別 され る 。 


| 顎 侯 の 太 基 節 は 1 片 よ り 5 成る …… の ee CHC は KOK 8. 4 
ー2. 財 基 人 節 は 2 に 分 れる … ぐ の の で トゲ ャ ス デ 笠 Brachychaeteumidae 
トト 本 生殖 肢 に 胃 和 和 所 が ある ……… の ミコ シャ ス デ 科 Diplomaragnidae 
一 4, 王 生 将 肢 に 租 秩 毛 が な い 用 RE dt REE 5 . 6 
ー5. 第 6 胴 餅 の 後 殖 肢 が 副 生 殖 肢 に 契 化 する 。 胴 人 範 は 21 往 …・ te open enn st 0 

cere ボラ ケ ャ ス デ 笠 Speophilosomatidae 
ー6: 副 生 殖 肢 は 無い 。 胴 節 28.30 又 は 32 箇 ………… ャ リャ ス デ 科 Conotylidae 


* 模式 標 品 を 始め 訟 搬 C な る 失 品 は 松山 市 に 天 開 し た の で ある が 昭和 20 計 同市 の 空 毅 
滅亡 し た 。 区 念 な こと で ある 。 


